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C O N T E N T S
レジ袋無料配布中止 4月スタート  
国保医療費急増中･･･削減に向けて 
後期高齢者医療制度のお知らせ　　 　 
町の融資制度紹介 　　　　 　　　　  
ニュースファイル・まちかどショット  
くらしの情報　　　　　　 　　　　　 
 

　今日は松岡西幼児園のかるた大会。12月のクリスマス会でサンタさんからいただいたかるたでいっぱい
練習してきました。先生が読み札の句を読み上げると、「ハイ！」と元気な声で札を取り合います。たくさん
の札をとった園児の顔が誇らしげでした。 

かるた大会がんばるぞ！ いっぱい練習したんだもん!!かるた大会がんばるぞ！ いっぱい練習したんだもん!!かるた大会がんばるぞ！ いっぱい練習したんだもん!!

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
人
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

1月届出分（敬称略） 

　
新
住
所
　
　
　
名
　
前
　
　
　 

旧
住
所 

　
名
　
前
　  

性
別  

　
保
護
者
　
　    

住
　
所 

竹
澤
美
莉
哉
 

倉
谷
 
美
伶
 

山
崎
な
ず
な
 

中
舎
 
優
賀
 

窪
 
 
大
輝
 

岡
部
い
ち
花
 

松
井
 
大
三
 

末
永
 
真
大
 

小
林
 
空
雅
 

男
 

女
 

女
 

男
 

男
 

女
 

男
 

男
 

男
 

清
英
・
美
穂
 

祐
浩
・
久
栄
 

　

純
　

・
昌
恵
 

澄
人
・
智
美
 

誠
太
・
朋
子
 

浩
司
・
久
美
子
 

雄
一
・
知
惠
子
 

一
也
・
倫
代
 

啓
一
・
香
代
 

松
岡
松
ヶ
原
3
 

竹
原
 

栃
原
 

松
岡
芝
原
3
 

松
岡
観
音
3
 

松
岡
葵
１
 

松
岡
上
吉
野
 

松
岡
吉
野
堺
 

松
岡
葵
3

み

り

や

 

み

れ
い

 

 ゆ
う
が

 

だ
い
き

 

か
 

た
い
ぞ
う
 

ま
ひ
ろ
 

く
う
が
 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

上
浄
法
寺
　
朝
日
　
健
介
　
　
上
浄
法
寺
 
 

　
　
　
　
　
山
田
　
朋
佳
　
　
鯖
江
市
 

谷
　
ユ
リ
子
　
80
　
松
岡
春
日
１ 

橋
本
　
國
夫
　
73
　
松
岡
湯
谷 

山
田
フ
シ
子
　
87
　
竹
原 

鰐
渕
き
さ
を
　
94
　
谷
口 

荒
井
　
政
志
　
73
　
鳴
鹿
山
鹿 

小
坂
喜
久
子
　
76
　
栃
原 

渡
辺
　
　
登
　
82
　
高
橋 

　
名
　
前     

年
齢 

住
　
所 

藤
田
　
　
薫
　
93
　
松
岡
春
日
２ 

永
川
　
好
子
　
57
　
松
岡
椚 

伊
藤
　
龍
治
　
71
　
東
古
市 

野
村
ひ
な
を
　
85
　
松
岡
薬
師
１ 

岸
野
　
み
や
　
94
　
松
岡
椚 

酒
井
　
光
子
　
79
　
飯
島 

清
田
　
正
行
　
97
　
松
岡
湯
谷 

大
杉
さ
だ
子
　
85
　
下
浄
法
寺 

竹
内
　
貞
夫
　
93
　
松
岡
神
明
２ 

　
名
　
前     

年
齢 

住
　
所 

 

3
54

9

6
8

10 11
19～ 14

2

す
て
き
な
春
の
風
景
　 

　
探
し
て
み
ま
せ
ん
か 

　
町
で
は
、
あ
な
た
が
推
薦
す
る
町
内
の
風
景

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
季
節
は
春
。
草
花

の
芽
吹
き
や
、
春
の
風
俗
・
慣
習
な
ど
、
素
敵

だ
な
と
思
っ
た
瞬
間
を
写
真
に
収
め
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

写
真
に
優
劣
は
つ
け
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
応
募
は
お
一
人
さ
ま
何
点
で
も

構
い
ま
せ
ん
。 

　
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
粗
品
を

進
呈
し
ま
す
。 

応
募
期
限
　
6
月
30
日
ま
で 

問
合
せ
　
企
画
財
政
課 

　
61
‐
3
9
4
2 

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　
　
　
　http://w
w
w
.tow
n.eiheiji.lg.jp

え　い　へ　い　じ 

景観 
　選 百 
募集中 

「“わがまち魅力発見”写真コンテ 
スト」より 

う
る
お
い
・
や
す
ら
ぎ
・
人
が
き
ら
め
く
ま
ち
　
え
い
へ
い
じ

平
成
22年
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5日
発
行
　
永
平
寺
町
企
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財
政
課

〒
910-1192

福
井
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岡
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ご
み
の
削
減
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、　
　
 

お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
 

4月1日から 
レジ袋の 
無料配布を 
中止します 

　
2
月
１０
日
、
町
内
に
店
舗
が
あ
る
事
業
所
、
町
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
会
お
よ
び
永
平
寺
町
は
、「
永
平
寺

町
に
お
け
る
買
物
袋
持
参
推
進
お
よ
び
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
で
は
、

4
月
１
日
か
ら
買
い
物
時
の
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
の
中
止
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
８０
％
を
目
指
す
こ
と
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
か
ら
始
ま
る
小
さ
な
エ
コ
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

大
野
市
、勝
山
市
と
足
並
み
そ
ろ
え
実
施
へ
 

協
賛
事
業
所
と
協
定
を
締
結
 2
月
１０
日
 

私
た
ち
が
で
き
る
 
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
 

一
人
ひ
と
り
が„
協
賛
消
費
者
“に
な
り
ま
し
ょ
う
 

店
内
で
の
買
い
物
は 

 

「
買
い
物
カ
ゴ
」
で 

　
マ
イ
バ
ッ
グ
は
レ
ジ
を
通
っ
た
後
に
使
用
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
買
い
物
中
は
店
舗
備
え
付
け
の
「
買

い
物
カ
ゴ
」
を
使
用
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
は
た
た
ん
で

お
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

無
償
配
布
を
 

　
強
要
し
な
い
で
 

　「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
買
っ
た
ん
だ
か
ら
サ
ー
ビ

ス
し
ろ
」「
今
回
だ
け
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
、
無
理

に
無
償
で
の
提
供
を
求
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
ひ
と
り
ぐ
ら
い
」「
一
回
だ
け
」
と
い
う
気
持
ち
が
、

こ
の
取
り
組
み
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

少
量
な
ら
レ
ジ
袋
を
断
る
 

　
マ
イ
バ
ッ
グ
を
忘
れ
た
り
、
協
賛
店

で
は
な
い
店
舗
で
の
買
い
物
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
少
量
な
ら
レ
ジ
袋
の

受
け
取
り
を
断
り
ま
し
ょ
う
。 

か
ば
ん
の
中
に
 

マ
イ
バ
ッ
グ
 

車
中
に
も
マ
イ
バ
ッ
グ
 

　
ふ
い
に
買
い
物
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

折
り
た
た
め
る
マ
イ
バ
ッ
グ
を
か
ば
ん
や
車
の
中

な
ど
に
備
え
て
お
け
ば
安
心
で
す
。 

マ
イ
バ
ッ
グ
に
 

入
り
き
ら
な
い
時
も
 

　
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る
こ
と
は
、
一
見
、

店
舗
の
利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も

思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
事
業
所
は
「
無
償
で
配

布
す
る
店
舗
に
顧
客
が
流
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
顧
客
へ
の
対
応
に
関
す
る

店
員
へ
の
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
背

負
っ
て
い
る
の
で
す
。 

　
私
た
ち
消
費
者
が
取
り
組
む
こ
と
は
、「
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
す
る
」「
レ
ジ
袋
の
受
け
取
り
を
断
る
」。
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
の
心
が
け
な
の
で
す
。 

 

レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
に 

　
協
賛
い
た
だ
け
る
　
　 

お
店 

（
2
月
２６
日
現
在
） 

協
賛
店
に
は
こ
の
の
ぼ
り
旗
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す 

問
合
せ 

役
　
場
　
環
　
境
　
課
　
　
61
‐
3
9
4
6 

町 

商 

工 

会
　
本
所
　
　
61
‐
0
4
5
6 

　
　
　
永
平
寺
支
所
　
　
63
‐
3
1
1
7 

　
　
　
上
志
比
支
所
　
　
64
‐
2
1
7
1

町
内
の
 

　
た
く
さ
ん
の
商
品
を
購
入
し
、
持
参
し
た
マ
イ
バ

ッ
グ
に
入
り
き
ら
な
い
時
、
追
加
の
レ
ジ
袋
を
要
求

し
た
場
合
も
、
そ
の
分
は
有
料
に
な
り
ま
す
。「
温
」

と
「
冷
」
を
別
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

よ
ね
。
念
の
た
め
複
数
持
参
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。 

【
松
岡
地
区
】
㈱
富
士
屋 

ハ
ニ
ー
松
岡
店
▼
㈱
ユ
ー

ス 

松
岡
ラ
ッ
キ
ー
店
▼
吉
田
郡
農
業
協
同
組
合 

各

店
舗（
本
所
・
支
所
）▼
た
こ
タ
ロ
ウ 

福
井
医
大
前
店

▼
永
平
寺
メ
ガ
ネ
▼
フ
ェ
ミ
ナ
美
容
室
▼
ヘ
ア
ー
メ

イ
ト
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
▼
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ふ
ら
ん
せ 
あ

お
い
店
▼
黒
川
ク
リ
ー
ニ
ン
グ 

松
岡
ラ
ッ
キ
ー
店

▼
都
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
▼
柳
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ 

【
永
平
寺
地
区
】
永
平
寺
食
品
協
業
組
合 

マ
ル
エ
ー

▼
ひ
ま
わ
り
チ
ェ
ー
ン
永
平
寺
店 

ぬ
志
や
▼
島
田

商
店
▼
東
京
堂
時
計
店
▼
物
産
洋
品
店
▼
あ
お
い
美

容
室
▼
黒
川
ク
リ
ー
ニ
ン
グ 

永
平
寺
店
▼
ミ
ッ
キ

ー
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
あ
ら
い
▼
㈱
青
木
石
油
店
▼
㈲

鈴
木
米
穀
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
▼
長
谷
川
米
穀
店
▼
㈱
福
井

ク
ボ
タ
永
平
寺
営
業
所 

【
上
志
比
地
区
】
㈲
メ
イ
ト
フ
ー
ド
▼
㈱
ア
リ
ー
ナ
・

イ
チ
オ
カ
▼
㈲
ホ
ー
ム
ド
ラ
イ 

【
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
店
舗
】
永
平
寺
四
季
食
彩
館 

れ

ん
げ
の
里 
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今
回
の
協
定
締
結
式
は
、
永
平
寺
町
、
大
野
市
、
勝
山

市
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
で
き
る
だ

け
広
域
的
に
そ
し
て
同
時
に
始
め
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
、
消
費
者
団
体
と
こ
の
日
ま
で

に
取
り
組
み
を
決
定
し
た
9
事
業
所
（
19
店
舗
）
と
大
野

市
内
の
商
店
街
加
盟
小
売
店
（
約
１
0
0
店
舗
）
の
代
表

者
が
出
席
。
3
者
の
間
で
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

永
平
寺
町
か
ら
は
、
町
内
に
店
舗
を
持
つ
5
事
業
所
が

出
席
し
ま
し
た
。
協
定
で
は
、
2
市
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、

4
月
１
日
か
ら
無
料
配
布
を
中
止
す
る
こ
と
や
、
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
率
80
％
を
目
標
に
、
消
費
者
へ
の
啓
発
活
動
を

行
う
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

4
月
１
日
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
町
と
マ
イ
バ
ッ
グ
推

進
会
で
は
こ
の
ほ
か
の
事
業
所
に
も
取
り
組
み
に
賛
同
い

た
だ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
25
事
業
所
31
店
舗
（
次
頁
下
部
参
照
）
に
ま
で
拡
大

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
呼
び
か
け
を
続
け
る
と
と
も
に
、

消
費
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
チ
ラ
シ
な
ど
を
通
し

て
、
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

協定締結式後、3市町の首長、消費者団体や協賛事業所の代表が、協定書を手に記念撮影。
（2月10日、大野・勝山広域行政事務組合（ビュークリーンおくえつ）にて）



医
療
費
年
々
増
加

医
療
費
年
々
増
加
！ 

国
保
会
計
を
圧
迫

国
保
会
計
を
圧
迫
!!
 

医
療
費
年
々
増
加
！ 

国
保
会
計
を
圧
迫
!!
 

医
療
費
年
々
増
加
！ 

国
保
会
計
を
圧
迫
!!
 

医
療
費
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う 
永
平
寺
町
国
民
健
康
保
険 

　
永
平
寺
町
国
民
健
康
保
険
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
理
由
は
病
院
へ
の
入
通
院
や
調
剤
費
、

い
わ
ゆ
る
医
療
費
の
増
大
で
す
。
今
号
で
は
、医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
現
状
と
、医
療
費
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

0

10

15

（億円） 

20

30

（万円） 

0

医
療
費
の
総
額 

医療費の総額 

被保険者数（平均） 

一
人
当
た
り
の
医
療
費 

永平寺町国民健康保険年度別医療費の推移 

被保険者1人あたりの医療費 

11億 
5,800万円 

270,000円 
275,000円 

296,000円 

330,000円 

11億 
7,600万円 

12億 
7,200万円 

14億 
2,000万円 

H17年度 

4,276人 
H18年度 

4,278人 
H19年度 

4,288人 
H20年度 

4,294人 

医療費の増加を抑えるために… 医療費の増加を抑えるために… 
町 が取り組んでいくこと、 加入者 の皆さん に気をつけてほしいこと 

病院からの診療請求が適正に行われて 
いるか確認します 

過度な治療が認められた場合は、病院に対
して減額請求を行っています。町では現在
もチェックを行っています。 

加入者 
の皆さん 

町 

調剤医薬品を求める際は、 
ジェネリック医薬品（後発医薬品）を 

国保加入者の人にジェネリック医薬品カー
ドを配布して、利用促進を図っていく予定
です。カードは秋ごろ配布予定です。 

ジェネリック医薬品とは、新薬の特許期間後に製造さ
れる薬です。他の薬品メーカでも同じような主成分で
製造することができ、先に製品化している薬と比べて
研究開発費などが含まれていないので、2割から8割
程度安く購入できます。 

●ストレスがたまって精神的にまいっている。 
●不意のけがで応急処置を知りたい。 
●原因がわからず食欲がない。 
●家族の介護のことで相談したい。 
●疲れているのによく眠れない。 
●真夜中の急病で誰にも相談できない。 
●休日なので診察できる病院を教えてほしい。 
　ほかにも心や体に関する、さまざまな相談に
応じます。 

町 

カードは保険証と一緒に保管し、病院で診
療を受ける際に窓口でジェネッリク医薬品
を希望する旨を伝えます。皆さんが窓口で
支払う自己負担額も押さえられます。 

加入者 
の皆さん 

特定健診、人間ドック、がん検診など 
年1回は健康診断を受けましょう 

24時間電話健康相談（無料）を 
上手に利用しましょう 

健診後は個人ごとに保健指導を行い、食生
活の改善や運動習慣の定着を図っていきま
す。集団検診のほか、町内の医院でも特定
健診が受けられるようになっています。平
成22年度の国保の特定健診・人間ドック
の案内チラシは、5月ごろまでに配布予定
です。 

高額な治療を受けている人のほとんどは、人間ドック
やがん検診・特定健診を未受診であることがわかって
きました。健診などを受診し、病気を早期に発見し、
早期に治療することは、自分の身を守るだけでなく、
医療費抑制にもつながっているのです。 

町 

生活習慣病は自覚症状がないため、気が付
かないうちに進行していきます。年 1回
は健診などを受診して健康管理を行い、規
則正しい生活・適度な運動に努めましょう。 

加入者 
の皆さん 

体の調子が悪いと感じた時、医療機関に受
診する前に、電話相談してみてはいかがで
すか。専門医や保健師、臨床心理士などが、
相談に応じます。 

加入者 
の皆さん 

かかりつけ医やかかりつけ薬局を 
決めましょう 

今年は78世帯に贈呈　健康優良家庭に記念品 

日ごろの体の状態や病歴を把握した上で受
診できるので、適切な治療を受け健康管理
の相談相手にもなってもらえます。また、
かかりつけ薬局は、おくすり手帳を上手に
活用し、複数の病院で受診したときの薬の
重複、弊害を防ぐことができます。 

年中無休 

永平寺町健康ダイヤル24
こんな時、お気軽にお電話ください 

24時間 相談無料 

コ　ク　ホ　ハ 24時間 

　永平寺町国民健康保険では毎年、「前年度の1年間
医療機関にかからなかった」「国民健康保険税を完納
している」「介護保険のサービスを受けていない」世
帯に対し、健康優良家庭として感謝状と記念品の贈呈
を行っており、本年も78世帯が該当になりました。 
　一人ひとりが健康で明るい毎日を過ごせるよう、ま
た、少しでも医療費を削減できるよう日常の健康管理
に気を配り、健康づくりに努めましょう。 

医
療
費
が
増
え
た
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は 問合せ 住民生活課　　61‐3945

70120-5958-24フリーダイヤル 

1億 
4,800万円 
増加 

9,600万円 
増加 

1,800万円 
増加 

1億 
4,800万円 
増加 

9,600万円 
増加 

1,800万円 
増加 
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永
平
寺
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
は
、
近
年
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
平
成
19
年
度
か
ら
の
増
え

幅
が
大
き
く
、
医
療
費
総
額
は
前
年

度
よ
り
9
6
0
0
万
円
（
8
％
）
の

増
、
平
成
20
年
度
に
は
１
億
4
8
0

0
万
円
（
11
％
）
の
増
と
推
移
。
平

成
21
年
度
に
は
16
億
円
を
超
え
る
見

込
み
で
、
対
前
年
度
比
で
は
3
年
連

続
で
10
％
前
後
増
え
続
け
て
い
ま

す
。こ

の
間
、
被
保
険
者
数
は
大
き
な

変
動
は
な
く
、
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
。

平
成
20
年
度
で
は
一
人
あ
た
り
年
間

33
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
す
。

医
療
費
増
大
の
主
な
理
由
は
、
受

診
件
数
の
増
加
、
高
額
な
医
療
に
か

か
る
件
数
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
疾
病
に
よ
る
入
通
院
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
医
療
費
の

増
大
は
国
民
健
康
保
険
会
計
を
圧
迫

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
負
担
の

み
な
ら
ず
自
己
負
担
額
を
抑
え
る
た

め
に
も
、
加
入
者
み
ん
な
が
「
賢
い

受
診
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
者
の
上
限
年
齢
が
（
70
歳
未
満→

）
75
歳
未
満
に
拡
大

高
齢
者
の
方
は
、
受
診
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
１
人
当
た
り
の
医
療

費
も
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
多
く
か
か
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

●
減
額
認
定
証
の
交
付
で
入
院
し
や
す
く
、
入
院
件
数
が
増
加

限
度
額
認
定
証
を
病
院
に
提
示
す
る
こ
と
で
入
院
費
用
が
減
額
さ
れ
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
お
い
て
は
、
１
か
月
あ
た
り
3
万
5
4
0
0
円

（
食
事
代
な
ど
は
別
）
で
入
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
大
幅
に
伸
び
続
け
る
高
額
医
療
費

医
療
技
術
が
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
、
治
療
に
か
か
る
費
用
も
高
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
院
時
の
費
用
も
高
額
に
な
り
、
限
度
額
認
定
証

の
交
付
に
よ
っ
て
、
国
保
会
計
が
負
担
す
る
高
額
医
療
費
は
今
後
も
増

加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
生
活
習
慣
病
の
受
診
率
が
、
県
内
で
も
高
い
傾
向

糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
治
療
期
間
が
長
く
か
か
り

治
療
費
も
高
額
で
す
。
ま
た
、
重
症
化
し
て
い
く
と
ほ
か
の
病
気
も
誘

発
し
て
、
多
額
の
医
療
費
が
か
か
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
医
療
機
関
に
近
い
（
充
実
し
た
医
療
環
境
）

近
く
に
大
き
な
病
院
が
あ
る
な
ど
受
診
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
た
め
、

受
診
回
数
も
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
医
薬
分
業
で
、
調
剤
件
数
が
増
加

外
来
件
数
の
増
加
に
よ
り
院
外
処
方
の
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
院

外
処
方
は
処
方
箋
料
が
加
算
さ
れ
る
の
で
費
用
が
割
高
に
な
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
医
療
費
の
1
割
（
約
１
億
5
千
万
円
）
を
調
剤
費
が

占
め
て
い
ま
す
。



農業者の皆さん、 
老後の備えは万全ですか?

農業者年金は老後生活をがっちりサポート 

老後生活は、こんなに長い! 老後生活は、こんなにお金がかかる!

65歳からの平均余命は… 夫婦2人の場合 

老後の家計費 
年間：272万円 

国民年金だけでは… 
年間：158万円 

年間：114万円（1か月あたり約10万円）不足 

お問い合わせは永平寺町農業委員会・ＪＡ吉田郡本所におたずねください。 
　　永平寺町農業委員会（農林課内）　永平寺町松岡春日1-4 61-3947 
　　JA吉田郡　本所　　　　　　　　永平寺町諏訪間47-27-1 63-2660

農業者年金のメリット 農業者年金のメリット 農業者年金のメリット 

保険料支払いによる節税効果の試算（所得税・住民税） 

●少子・高齢時代に強い積立方式の年金 !  
●終身年金で80歳までの保証付き! 
●支払った保険料は全額社会保険料控除! 
●手厚い政策支援! 保険料に国庫補助も 

農業者年金の試算額 

～農業者の方なら広くご加入いただけます～ 

一定の要件を満たす人に月額最高1万円、 
通算すると最大で216万円 

公的年金 
ならではの 
税制上の 
優遇措置 

※この試算は、65歳までの付利利率が2.30％、65歳以降の
予定利率が1.55％となった場合の試算です。 
　付利利率2.30％は農業者年金において期待される運用収
益をもとに設定した率、予定利率1.55％は農林水産省告示
（H21.4.1施行）により定められている率です。 

老後の備えは、 

農業者年金 で安心!●各欄の金額が節税効果で、保険料支払い後も適用される税率に変動がない 
　ものとして試算しています。 

後期高齢者医療制度のお知らせ 
保険料率の据え置き 

保険料軽減措置の継続 

福井県の保険料率 
（上限50万円） 

均等割額 
43,700円 

所得割額 
7.9％ 

平成22年度の保険料率は 
現行どおり据え置くことになりました 

《均等割額の軽減》 

平成22年度の軽減措置についても 
現行どおり継続することになりました 

＝　　　　　＋ 

　平成22年度は後期高齢者医療制度の保険料率の見直
しの年にあたります。算定の結果、現行と同じ率に据え
置くことになりました。 
　これにより、平成22年4月からの平成22～23年度
に適用する保険料率は平成21年度と同じです。 

　被保険者が亡くなられたときは、その葬祭を
行った人（喪主）に対し、葬祭費 5万円が支
給されます。支給を受けるためには申請が必要
です。なお、葬祭を行った日から 2年を経過
すると時効となり、申請ができなくなります。 
【申請に必要なもの】 
○保険証 
○印鑑（朱肉を必要とするもの） 
○銀行の預金通帳（口座番号の控え） 　など 
【申請先】 
　住民生活課または、各支所町民サービス課 

　平成22年度の保険料軽減措置についても現行どおり
据え置きになっています。 
　所得の少ない人に対して、平成21年度に実施されて
いた保険料の軽減措置の中で、「均等割額の8.5割軽減」
は平成21年度だけの特別措置として実施されていまし
たが、平成22年度も継続されることになりました。 

　社会保険などの被扶養者であった人の平成21年度保険料は
所得割額がかからず、均等割額が9割減額されていましたが、
平成22年度も現行のまま継続されることになりました。 

※後期高齢者医療制度の保険料率は2年ごとに見直す
ことになっています。 

世帯の総所得金額が 
下記の金額を超えない世帯 

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円
以下（その他所得なし） 
 
基礎控除額（33万円） 
 
基礎控除額（33万円）＋24.5万円×被保険
者数（被保険者である世帯主を除く） 
基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険
者数 

軽減割合 
 

9割軽減 
 

8.5割軽減 
22年度も継続 
（通常は7割） 

5割軽減 
 
2割軽減 

《所得割額の軽減》 

《社会保険などの被扶養者だった人の軽減》 

総所得金額が下記の金額を超えない被保険者 
賦課のもととなる所得が58万円以下（年
金収入211万円以下） 

軽減割合 

5割軽減 

問合せ 

住民生活課　　61‐3945 
福井県後期高齢者医療広域連合　　54‐6330 
ホームページ　http://www.fukui-kouiki.or.jp

ご存知ですか？ ご存知ですか？ 

葬祭費 

　負担割合が１割の人のうち、世帯全員が住民
税非課税の場合には、入院時の窓口負担や食事
代が減額される「限度額適用・標準負担額減額
認定証」の交付が受けられます。 
　交付を受けるためには、申請が必要です。 
【ご注意】 
○外来で受診する場合は、「限度額適用・標準
負担額減額認定証」を提示する必要はありま
せん。 
○申請した月の初日から適用されます。申請し
た月以前に負担した減額前の食事代などの払
い戻しはできません。 

【申請に必要なもの】 
○保険証 
○印鑑（朱肉を必要とするもの） 
【申請先】 
　住民生活課または、各支所町民サービス課 

限度額適用・標準負担額減額認定証 
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永平寺町の融資制度を！ 

☆中小企業資金融資制度 

低金利
で安心

な 

低金利
で安心

な 

低金利
で安心

な 

永平寺町では中小企業の振興と発展、および勤労者・
就業者の生活安定を図るため、金融機関と協力して“低
金利で安心な”融資制度を設けています。 

問合せ 商工観光課　　61‐3921

融　資　の　種　類 一　　般　　資　　金 

☆働く人の生活安定資金融資制度 

創　　業　　資　　金 

本町に事務所を有し、１年以上継続 
して同一事業を営んでいる法人 

本町に住所を有し、本町で事業を 
開始する具体的計画のある人 

1,500万円 自己資金と同額を限度とし500万円以内 

1.45％（H22年2月22日から） 

運　転　資　金　・　設　備　資　金  

運転資金：5年以内・設備資金：7年以内・併用：7年以内（据置期間6か月を含む） 

既に利用している町制度融資で元金の50％以上返済を終えていれば借換融資が可能 

月賦による元金均等償還  

各種町税を完納していること 
信用保証協会の保証をつけること 

貸付利率の0.5％を超える利息分を補給　（借入期間中5年以内を限度）  

保証料の1/2を補給  

福井銀行 松岡支店・永平寺支店・上志比支店・福井医大支店　 
福邦銀行 松岡支店　　福井信用金庫 松岡支店　　越前信用金庫 北郷支店 

1.55％（H22年2月22日から） 

本町に1年以上住所を有し、1年以上 
継続して同一事業を営んでいる個人 

本町に住所を有し、本町で事業を 
開始して１年未満の人 

融 資 限 度 額  

貸 付 利 率  

融 資 使 途  

融 資 期 間  

借 換 融 資  

償 還 方 法  

融 資 条 件  

利 子 補 給  

保 証 料 補 給  

相 談 ・ 申 込 先  
（取扱金融機関） 

融 資 の 対 象 者  

町内に住所を有していること  
償還能力を有しており、町税を完納していること  

150万円以内  

借入期間　3年以内　　年利1.8％  
借入期間　3年を超え5年以内　　年利2.1％  

元利均等月賦償還  

サラリーマンなど賃金労働者……北陸労働金庫　　　  
自ら事業を営んでいる人……福井信用金庫 松岡支店、越前信用金庫 北郷支店 

融 資 の 対 象 者  

融 資 限 度 額  

貸 付 金 利 等  

償 還 方 法 

相 談 ・ 申 込 先  
（取扱金融機関） 

暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
し
 

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
へ
 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

原
案
ま
と
ま
る 

　
ま
ち
づ
く
り
の
中
期
的
な
指
針

と
な
る
「
永
平
寺
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
原
案
が
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
、
2
月
2
日
に
策

定
委
員
長
の
川
上
洋
司
福
井
大
学

大
学
院
教
授
か
ら
松
本
町
長
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
目
標
年
次
は
20

年
後
の
2
0
3
0
年
。
 

　
同
プ
ラ
ン
の
将
来
の
都
市
像
は
、

「
水
と
歴
史
に
学
び
誇
り
を
紡
ぐ

『
住
み
続
け
た
い
』
緑
の
ま
ち
」。

「
質
の
高
い
生
活
空
間
の
創
出
」

や
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
に
ぎ

わ
い
の
拠
点
づ
く
り
」
な
ど
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
原
案
を
報
告
し
た
川
上
委
員
長

は
、「
計
画
実
現
の
た
め
、
行
政

も
全
庁
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

住
民
の
視
点
に
立
っ
た
支
援
や
情

報
発
信
を
し
、
住
民
と
協
働
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

松
本
町
長
は
、「
す
ば
ら
し
い
原

案
を
策
定
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
十

分
に
活
用
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。 

　
同
プ
ラ
ン
（
原
案
）
は
、
策
定

委
員
会
な
ど
に
よ
り
2
年
が
か
り

で
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
町
を

7
地
区
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
、
町
民
の

意
見
も
多
く
取
り
入
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
た
地
区
別
構

想
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
月

に
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
の
意
見
も
踏
ま
え
、
3
月
中
に

は
本
案
が
策
定
さ
れ
ま
す
。 

    　
子
育
て
に
関
す
る
施
策
の
指
針

と
な
る
「
永
平
寺
町
第
2
次
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
行

動
計
画
）
案
」
が
ま
と
ま
り
、
2

月
9
日
に
策
定
委
員
会
か
ら
松
本

町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。 

            　
計
画
案
は
、
今
年
度
ま
で
の
第

１
次
（
前
期
）
計
画
を
、
進
捗
状

況
や
近
年
の
子
ど
も
を
と
り
ま
く

現
状
か
ら
見
直
さ
れ
ま
し
た
。「
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
自
立
を

支
え
る
環
境
づ
く
り
」、「
安
心
し

て
産
み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
」、「
子
ど
も
が
安
全

に
育
つ
環
境
づ
く
り
」
の
3
つ
を

基
本
目
標
に
設
定
。
新
た
に
4
事

業
を
追
加
し
た
98
事
業
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。 

　
答
申
に
訪
れ
た
委
員
か
ら
は
「
永

平
寺
町
は
子
育
て
環
境
が
充
実
し

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と

し
な
が
ら
、
今
後
は
「
お
父
さ
ん

の
子
育
て
応
援
事
業
」
や
「
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
事
業
の
対
象

年
齢
の
拡
大
」、「
発
達
障
害
児
な

ど
を
早
期
に
発
見
し
、
支
援
す
る
」

な
ど
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
ま
し
た
。 

　
町
で
は
、
計
画
を
3
月
末
ま
で

に
正
式
決
定
し
、
来
年
度
か
ら
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

   　
１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー

に
ち
な
ん
で
、
翌
27
日
に
大
本
山

永
平
寺
で
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
大
本
山
永

平
寺
と
町
消
防
本
部
に
よ
り
毎
年

実
施
。
今
回
は
雲
衲
衆
や
消
防
職

員
や
消
防
団
員
な
ど
2
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

　
同
寺
の
調
理
場
で
あ
る
大
庫
院

か
ら
出
火
し
、
延
焼
の
恐
れ
が
あ

る
と
の
想
定
で
開
始
。
雲
衲
衆
で

組
織
す
る
自
衛
消
防
隊
が
、
機
敏

な
動
き
で
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
放

水
し
、
そ
の
後
、
消
防
団
や
消
防

本
部
の
消
防
車
も
駆
け
つ
け
、
消

火
活
動
や
文
化
財
の
搬
出
、
負
傷

者
の
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

松本町長に原案を手渡す川上洋司
策定委員長（2月2日） 

松本町長に計画案を手渡す堀江俊子
策定委員長（左）ほか委員の皆さん 
（2月9日） 

駆けつけた地元の消防団による 
放水の様子（1月27日） 

父
親
の
育
児
参
加
の
推
進
を
 

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画（
案
） 

町
長
に
答
申 

火
災
か
ら
文
化
財
を
守
れ
！
 

大
本
山
永
平
寺
消
防
訓
練 

町区長会長に小林一郎さん（上谷口） 
区長連合会役員が決まりました 

　2月2日、各地区の正副区長会長を役員とする平成22
年初めての区長会連合会が開かれ、会長に小林一郎さん
（上谷口）、副会長に松井博司さん（松岡神明1）、酒井
武さん（竹原）が選出されました。なお、各地区の区長
会長、副会長は次の皆さんです。 

◎は町区長連合会長、○は同副会長（行政区順、敬称略） 

地　区 
 

松 岡 地 区 
 
 
 

永平寺地区 
 
 

上志比地区 

役　職 
会　長 
 

副会長 
 

会　長 
 

副会長 
 

会　長 
副会長 

氏　名 
○松井　博司 
　中村　泰男 
　江守　洋一 
　勝見　良三 
◎小林　一郎 
　竹澤　善英 
　平林　　一 
　酒井　一男 
○酒井　　武 
　田中　宏一 

（区　名） 
松岡神明1 
松岡春日3 
松岡吉野堺 
松岡上合月 
上 谷 口  
諏 訪 間  
法 寺 岡  
下 浄 法 寺  
竹 　 原  
野 　 中  

（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 
（ 

） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 
） 

だ
い 

く  

い
ん 
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「自分で見つける力」を持って
2月10日　ふるさと大使 三谷宏治氏が上志比中で講演

永平寺ふるさと大使で、金沢工業大学虎ノ門キャンパス（東京都）
主任教授の三谷宏治さん（松岡吉野堺出身）が、上志比中学校を訪
れ、全校生徒を前に講演しました。
この日は、2年生を対象にした立志式。記念講演の講師として同

校が招いたものです。テーマは「見つける力 ～世界の不思議」。各
国の写真を見せたり、視覚の錯覚を用いた簡易な体験も織り交ぜた
りしながら、ものの見方や、そこから生まれる“なるほど！”や
“なぜ？”を引き出す内容に、生徒たちは興味深く聞き入っていま
した。
三谷さんは「今は知りたいことはインターネットなどですぐ調べ
られる便利な時代。だから人間は自分の力で見つけ出し、探究して
いく能力が不足している」と力説。生徒たちに、発想力や発見力、
探究心を養うことを訴えかけてました。

団員の作業軽減のためホース撤収機を寄贈
2月14日　元治義則さん(松岡渡新田)が消防団に
鉄工所を経営する元治さんが、消防ホースを巻
き取る機具を開発し、町消防団に寄贈しました。
元消防団分団長だった元治さんは「消火活動や訓
練の中で、ホースを巻き取るのはかなりの重労働
だった。少しでも作業が軽減できれば」と思い、
試行錯誤の末、このたび完成。4月には全国発売
も予定されています。ホースの先を機具に固定し、
押して歩くだけ。約15秒で撤収作業完了です。
使ってみた消防団員からは、「腰を曲げずに素早
く巻き取れ、とても便利」と好評でした。

使
用
方
法
を
消
防
団
員
に
説
明
す
る
元
治

さ
ん
（
中
央
）

焼きもち食べて 無病息災願う
1月31日　永平寺町上志比どんど焼き

19回目を数える上志比どんど焼きは、今年も
上志比グラウンドで行われました。家庭から持ち
寄った正月飾りや児童の習字作品が置かれたやぐ
らに点火されると、炎はまたたく間に燃え上がり、
10ｍを超える火柱にとなりました。集まった約
400人の人たちは、大きな炎を見上げては手を合
わせ、家内安全、無病息災を願っていました。
この日会場には福祉募金箱が設置され、集まっ
た21,301円の浄財は、2月8日に永平寺町社会福
祉協議会に寄付されました。

竹
ざ
お
の
先
に
つ
け
ら
れ
た
も
ち
を
ど
ん

ど
焼
き
の
炎
で
あ
ぶ
り
ま
す

全校生徒を前に講演する三谷氏。大学進
学後は東京に住み、海外留学の経験も踏
まえて、「福井は最高の環境」と語ります

午前中には、三谷さんの希望で
2年生への特別授業も行われま
した。紙コップはなぜ上げ底な
のか、飲み口が丸くなっている
のかといったことを例に、小さ
なことにも興味を持ち、考え、
探究していくことの大切さ、お
もしろさを伝えました

鬼に豆を投げつける園児たち。
中には泣き出し逃げまどう園児も

境内に浮かび上がる鐘楼堂
しょうろうどう

（左）と奥に
そびえる山門（右）【大本山永平寺提供】

一手一手に時間をかけて、高学年の
対局は真剣そのものです

火遊び鬼さんをやっつけろ
2月2日　志比南幼児園で豆まき
節分にちなんで行われた豆ま
き会。鬼に扮した町消防職員2
人が、子どもたちの前で火遊び
する寸劇を披露。「火遊びは悪
いこと。悪い鬼をやっつけよう」
と、園児たちは豆を投げつけて
いました。鬼のお面があまりに
も怖くて、多くの園児は豆から
逃げ回る鬼に追われるように、
泣きながら逃げまどっていまし
た。歓声と泣き声が園舎に響き
渡っていました。

冬の夜 浮かび上がる伽
が

藍
らん

2月11～13日　冬の燈籠まつり
雪が残る曹洞宗大本山永平寺
で、唐門や山門など伽藍と呼ば
れる5つの建物がライトアップ
されるイベントが門前観光協会
と観光物産協会により実施され
ました。参道や通路は小さな燈
籠が並べられ、幻想的な雰囲気
に。寒い夜にもかかわらず訪れ
た多くの参拝者は、いつもと違
う境内の雰囲気に浸っていまし
た。

子ども名人位目指して
1月30日　子ども将棋大会

子ども将棋大会には町内の
23人の小学生が参加。低学年
の部、高学年の部に分かれて熱
戦を展開しました。どんどん駒
を進め、早く決着がつく低学年
に対し、じっくり時間をかけて
考える高学年。中には1時間も
かかった対局もあったほど。放
課後子ども教室の将棋教室の終
了に合わせた大会でもあり、児
童たちは磨いてきた腕前を発揮
していました。

はじめまして　私“みのりちゃん”です。
元Ａコープ店舗跡地に農産物直売所「四季食彩館れんげの里」オープン
ＪＡ吉田郡は、福井大学医学部東側の交差点付近に「永平寺四
季食彩館れんげの里」を、3月6日にオープンします。定休日は
火曜日。営業時間は9時30分から19時まで。オープンに合わせ、
イメージキャラクターを募集。審査の結果、大阪市の塩崎マサヨ
さんの作品「みのりちゃん」が選ばれました。店舗の看板や包装
紙、レシートなどにプリントして、ＰＲに役立てていくことにな
っています。
れんげの里は、元Ａコープ医大前店の跡地を改装したもので、

売り場面積は2,041㎡。町内産の農産品を中心に、町内・県内の
農産品や加工品を販売。特に米は町内産のみを扱います。惣
菜や弁当は、施設の調理室で地元の加工グループによる手づ
くりで、飲食コーナーで食べることができます。調理実習室
もあり、30人程度までの料理教室が可能です。
これまでの農産物の販売所は、生産者グループやＪＡなど
により曜日限定で開かれていましたが、出荷側、購入者側の
双方から、常設の販売所が求められていました。ＪＡ吉田郡
では「売り手（生産者）も買い手も喜んでもらえる店にした
い。ここを拠点に地産地消と食育を推進していきたい」と意
気込んでいます。

「
れ
ん
げ
の
里
」
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
決
ま
っ
た
「
み
の
り
ち
ゃ
ん
」。
手
に
は
レ

ン
ゲ
の
花
と
稲
穂
を
持
ち
、
駆
け
出
す
ポ
ー
ズ

が
元
気
で
か
わ
い
い
印
象
で
す
。

オープンした永平寺四季食彩館れんげの里。道路
沿いに立てられたピンク色の大きな看板が目印



お問い合わせ 

松岡保健センター  　61-0111 
永平寺保健センター  　63-2868 
上志比保健センター  　64-3000

外
山
　
滋
比
古 

内
川
　
あ
也 

内
川
　
あ
也 

山
折
　
哲
雄  

童
門
　
冬
二  

辰
巳
　
渚 

ハ
イ
ジ 

川
口
　
陽
子 

廣
田
　
幸
嗣  

佐
々
木
　
公
子 

小
川
　
糸 

松
田
　
道
雄 

岡
本
　
重
明 

萩
原
　
義
弘 

松
井
　
今
朝
子 

馬
場
　
あ
き
子 

高
見
澤
　
た
か
子 

有
川
　
浩   

岩
崎
　
夏
海 

逢
坂
　
剛 

今
野
　
敏 

佐
伯
　
泰
英 

佐
々
木
　
譲 

築
山
　
桂 

東
野
　
圭
吾 

湊
　
か
な
え 

新
井
　
素
子 

有
川
　
浩 

 

加
来
　
耕
三 

中
西
　
宏
次 

三
浦
　
雄
一
郎 

中
沢
　
孝
夫 

ピ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
リ
ー 

い
の
う
え
　
こ
ー
い
ち 

こ
ど
も
く
ら
ぶ 

も
り
　
げ
ん
じ
ろ
う 

た
つ
み
　
都
志 

柏
葉
　
幸
子 

池
田
　
美
代
子  

原
　
ゆ
た
か 

リ
リ
・
タ
ー
ル 

ヨ
ー
ケ
・フ
ァ
ン
・
レ
ー
ウ
ェ
ン 

片
山
　
令
子 

さ
い
と
う
　
し
の
ぶ 

長
谷
川
　
義
史 

ケ
ビ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス 

よ
し
な
が
　
こ
う
た
く 

き
む
ら
　
よ
し
お 

今月の予防接種対象者 今月の予防接種対象者 

ＢＣＧ（結核） 

予防接種名 対　　　象　　　者 

三種混合　1期 
（ジフテリア・百日咳・破傷風） 

麻しん・風しん　1期 

 平成21年11月1日～平成21年11月30日生まれのお子さん 

初回 平成21年10月1日～平成21年10月31日生まれのお子さん 
追加 平成20年10月1日～平成20年10月31日生まれのお子さん 

 平成21年 2月1日～平成21年 2月28日生まれのお子さん 

場　　　所 乳がん 

○ 

子宮がん 

○ 

日　　　時 

3月13日（土） 
13:00～14:00

松岡保健センター 
（松岡福祉総合センター翠荘内） 

　3月 9日（火） 
　3月17日（水) 
　3月23日（火） 
＊3月24日（水） 
　　＊は予備日 

　3月10日（水） 

ポリオ 
（急性灰白髄炎） 

松岡保健センター 

永平寺保健センター 

個別 
予防接種 
個別 
予防接種 

おっぱいと母乳の相談会 
「ママのためのおしゃべりサロン」にて3月24日(水）開催 

対　　象　　者 接　種　日 接種会場 予防接種名 

集団予防接種 

★対象者には町から問診票を送付します。 
★接種場所は町内指定医療機関となります。送付案内をご覧ください。 
★町から配布されております「予防接種手帳」を必ず読んで接種してく
ださい。 

★問診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。 

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
） 

　
６１
ー
7
1
1
7 

 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館 

　
６３
ー
3
1
1
1 

  

町
立
図
書
館
上
志
比
館 

　
６４
ー
3
1
7
0 

    

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

     

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

 

ティム・ホプグッド／作・絵 
（徳間書店） 

五木　寛之／著 
（講談社） 

 

『
ホ
ー
ホ
ー
！
き
れ
い
だ
な
』 

『
親
鸞
』 

キティーちゃん大好きQ　毎日ギュ
ーって一緒に寝ているよ。お話も上
手に出来るようになりました。 

とっても元気いっぱいQ　おじい
ちゃん、おばあちゃん大好き。よく
遊び、よく食べ、よく寝る女の子☆
　これからもよろしくね。 

冨田　恋香　ちゃん　2才 
（松岡葵3） 

とみ た れん か 

竹内　愛紗　ちゃん　2才 
（松岡越坂1） 

たけ うち あい さ 

乳がん・子宮がんは平成20年度 
平成21年度　未受診の人が対象です。 
受診をご希望の人は各保健センターに 
お申し込みください。 

20歳以上の子宮がん検診無料！乳がんは40歳以上無料 20歳以上の子宮がん検診無料！乳がんは40歳以上無料 
今年度最後の乳がん・子宮がん検診を実施します。お申し込みは保健センターへ 

平成20年12月1日～平成21年11月30日 

生まれ及び90か月未満の未接種のお子さん 

★接種日の変更または、＊予備日に接種を

希望する場合、必ず各保健センターに連絡

をお願いします。 

★事前の申し込みはいりません。 
　当日会場にお越しください。 

「おっぱいが足りているのか心配」、「おっぱいが出ない」とか、「断乳って
いつから、どうやってするの？」など、子育ての中のお母さんにとって、
おっぱいの悩みはつきないはず。そんな、お母さんのお悩みに専門の助産
師がお答えします。多くのお母さんの参加をお待ちしています。 
　日時　　3月24日（水）10：00～11：30 
　場所　　松岡保健センター（松岡福祉総合センター内） 
　講師　　開業助産師　塚原　敦子氏 
　対象　　町内在住の１歳未満の児と保育者の人 
　費用　　無　料 

思
考
の
整
理
学
 

幸
運
を
呼
ぶ
男
の
子
の
名
前
 

幸
運
を
呼
ぶ
女
の
子
の
名
前
 

人
間
蓮
如
 

龍
馬
「
海
援
隊
」
と
岩
崎
弥
太
郎
「
三
菱
商
会
」
 

 辰
巳
渚
の
頭
の
い
い
子
が
育
つ
 

　
　
　
　
　
「
お
手
伝
い
の
習
慣
」
 

動
物
と
話
せ
る
女
性
ハ
イ
ジ
 

「
息
さ
わ
や
か
」の
科
学
 

ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い
電
気
自
動
車
の
本
 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ビ
ー
ズ
モ
チ
ー
フ
 

 食
堂
か
た
つ
む
り
の
料
理
 

定
本
育
児
の
百
科
　
上
・
中
・
下
 

農
協
と
の
「
30
年
戦
争
」
 

に
っ
ぽ
ん
木
造
駅
舎
の
旅
1
0
0
選
 

ま
ん
が
歌
舞
伎
入
門
　
上
・
下
 

歌
よ
み
の
眼
 

ご
め
ん
ね
、ぼ
く
が
病
気
に
な
っ
て
 

シ
ア
タ
ー
！
 

も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
 

　
　
ド
ラ
ッ
カ
ー
の『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』を
読
ん
だ
ら
 

 兇
弾
 

夕
暴
雨
 

更
衣（
き
さ
ら
ぎ
）ノ
鷹
　
上
・
下
 

北
帰
行
 

浪
華（
な
に
わ
）疾
風
伝
あ
か
ね
　
１
 

カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の
も
の
 

Ｎ
の
た
め
に
 

も
い
ち
ど
あ
な
た
に
あ
い
た
い
な
 

キ
ケ
ン
 

 聖
徳
太
子
 

戦
争
の
な
か
の
京
都
 

わ
た
し
が
冒
険
に
つ
い
て
語
る
な
ら
 

就
活
の
ま
え
に
 

１
0
0
の
知
識
地
球
の
す
が
た
 

の
り
も
の
な
ん
で
も
№
１
 

世
界
に
は
ば
た
く
日
本
力
　
日
本
の
食
 

ホ
ウ
セ
ン
カ
の
絵
本
 

絵
で
わ
か
る
「
四
字
熟
語
」 

つ
づ
き
の
図
書
館
 

新
妖
界
ナ
ビ
・
ル
ナ
　
2
 

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
 

　
　
き
ょ
う
ふ
の
よ
う
か
い
え
ん
そ
く
 

ミ
ム
ス
 

み
ん
な
が
そ
ろ
う
日
 

お
つ
き
さ
ま
こ
っ
ち
む
い
て
 

あ
ぶ
く
た
っ
た
 

だ
じ
ゃ
れ
日
本
一
周
 

は
る
ま
ち
く
ま
さ
ん
 

お
そ
う
じ
隊
長
 

ゴ
リ
ラ
ラ
く
ん
の
し
ち
ょ
う
さ
ん
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おなかが見えちゃうくらい、両手
をまっすぐ挙げて、一生懸命にお
ゆうぎを披露。いっぱいおけいこ
したんだもん。（2月 6日、御陵
幼児園の生活発表会にて） 

平
成
２２
年
度
は
3
月
か
ら
受
付
・
利
用
開
始
で
１３
か
月
有
効
 

特
典
い
ろ
い
ろ
「
え
ち
て
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集
中
！
 

は
じ
め
よ
う
 

『
マ
マ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
』 

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
 

改
定
さ
れ
ま
し
た
 

す
ま
い
る
Ｆ
カ
ー
ド
の
 

　
申
し
込
み
随
時
受
付
中
！
 

4
月
か
ら
肝
臓
機
能
障
害
に
も
 

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
 

 

　
平
成
22
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
全
期

前
納
報
奨
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
で

「
全
期
納
付
」
か
ら
「
期
別
納
付
」
へ
の

変
更
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
金
融
機
関
で

の
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
納
付
書
お
よ
び
口

座
振
替
に
よ
る
全
期
前
納
一
括
納
付
は
可

能
で
す
が
、
報
奨
金
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
全
期
前
納
報
奨
制
度
と
は 

第
１
期
分
の
納
期
限
内
に
そ
の
年
度
の

税
額
の
全
額
を
納
め
た
場
合
、
納
付
額

に
応
じ
て
報
奨
金
を
交
付
す
る
制
度
。 

    

　
固
定
資
産
税
で
は
宅
地
や
雑
種
地
の
見

直
し
を
順
次
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
見

直
し
に
伴
い
、
評
価
が
上
昇
し
税
額
が
増

額
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
公
平
か
つ
適

正
な
課
税
の
た
め
で
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。 

    

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
は
税
務
課
ま

で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
翌
年
度
か
ら

の
税
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。 

 

①
原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特
殊
自
動
車

な
ど
を
取
得
・
変
更
、
ま
た
は
廃
棄
し

た
時
。 

②
家
屋
の
新
増
築
、
ま
た
は
取
り
壊
し
を

し
た
時
。（
取
り
壊
し
後
も
課
税
さ
れ

て
い
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
） 

    

　
税
務
関
係
の
証
明
書
（
所
得
・
資
産
証

明
な
ど
）
を
申
請
す
る
際
、
窓
口
に
て
申

請
者
の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
運
転
免

許
証
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
、
本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
な
お
、
各
支
所
に
つ
い
て
も
同
じ
取

り
扱
い
に
な
り
ま
す
。 

税 

務 

課 

か
ら
の 

お
知
ら
せ
で
す 

固
定
資
産
税 

全
期
前
納
報
奨
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す 

固
定
資
産
税 

宅
地
や
雑
種
地
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す 

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税 

必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す 

証
明
書
の
申
請 

本
人
確
認
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を 

問
合
せ 

税
務
課
　
　
61
‐
3
9
4
4

問
合
せ 

福
祉
保
健
課 

　
61
‐
3
9
2
0

問
合
せ 

子
育
て
支
援
課
　
　 

　
61
‐
7
2
5
0

問
合
せ 

　
　
　
　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け 

　
ん
ぽ
）
福
井
支
部
　
　
27
‐
8
3
0
1

   会
員
特
典
 

●
普
通
運
賃
を
１
割
引
き
に
（
65
歳
以
上

の
「
ゴ
ー
ル
ド
会
員
」
は
2
割
引
き
）
 

●
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
景
品
を
進
呈（
電

車
に
乗
る
た
び
１
ポ
イ
ン
ト
。
定
期
乗

車
券
、
回
数
券
は
対
象
外
）
 

●
加
盟
店
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
（
料
金
割

引
き
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
進
呈
な
ど
）
 

●
え
ち
鉄
ツ
ア
ー
の
参
加
料
を
割
引
き
 

年
会
費
 

●
個
人
会
員
　
1
0
0
0
円
 

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
（
個
人
会
員
と
同
居
）
 

　
5
0
0
円
 

●
定
期
券
利
用
者
は
会
費
免
除
 

申
込
先
 

●
最
寄
り
の
有
人
駅
（
会
員
証
即
日
発
行
）
 

●
車
内
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（
会
員
証
即
日

発
行
）
 

●
役
場
商
工
観
光
課
 

●
各
支
所
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
 

 問
合
せ 

え
ち
て
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
52
‐
8
8
3
0
 

商
工
観
光
課
　
　
　
　
61
‐
3
9
2
1

えちてつサポーターズクラブ企画 
ポイントを貯めて　 
　　景品をもらおう 

引
換
コ
ー
ス 

２０ 

点 

３０ 

点 

４０ 

点 

５０ 

点 

８０ 

点 

８０ 

点 

抽
選
コ
ー
ス 

◆ティッシュペーパー
１箱 
◆鉛筆 

◆ストラップ 
◆入浴剤 

◆ボールペン 
◆ハンドタオル 
◆ティッシュペーパー
3箱 

◆えちぜん鉄道一日フ
リーきっぷ１枚 

◆えち鉄ツアー参加無
料券 
◆えちぜん鉄道一日フ
リーきっぷ2枚 

◆豪華賞品（沿線の特
産品など。詳細は後
日発表します） 
※ハズレでもえちぜん
鉄道一日フリーきっ
ぷ１枚進呈 

緑の募金で　 
防ごう地球温暖化 
「緑の募金」にご協力ください 

　森林は、水資源を蓄え、土砂の流失
を防ぎ、二酸化炭素を吸収し、地球温
暖化を防止してくれます。 
　皆さんから寄せられる募金は、ボラ
ンティアによる緑化活動や森林保全の
啓蒙活動、森林整備などに大切に使わ
れています。本町でも、緑の少年団が
緑化活動を通して、子どもたちの“緑
を育てる心”をはぐくんでいます。 
　また、このような活動は地球環境を
守るためには不可欠な活動です。しか
し、この動きは森林自体が健全でなけ
れば効果的に発揮されません。健全な
森林は、皆さまからいただいた善意が
土台となり形成されています。 
　皆様のご協力をお願いいたします。 
　なお、募金は 4月中旬に各区長さ
んを通じて、各家庭にご依頼します。 

問合せ 農林課　　61‐3947

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

が
3
人
以
上
い
る
家
庭

に
、
協
賛
店
舗
が
割
引

き
や
特
典
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 
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え
ち
て
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
22
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
の
加
入
は
、
3
月
か

ら
受
け
付
け
て
お
り
、
来
年
の
3
月
末
日

ま
で
、
13
か
月
有
効
で
す
。

会
員
に
な
る
と
、
運
賃
割
引
が
あ
る
ほ

か
、
加
盟
店
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
平
成
22
年

度
の
新
企
画
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
制
を
始

め
ま
す
。
電
車
に
乗
る

た
び
ポ
イ
ン
ト
を
進

呈
。
点
数
の
量
に
よ
っ

て
す
て
き
な
賞
品
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
「
え
ち
て

つ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し

て
、
地
域
の
足
を
守
り

育
て
る
応
援
団
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

平
成
22
年
4
月
か
ら
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
対
象
に
、
肝
臓
機
能
障
害
が
追

加
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
や
手
続
き
は
次
の

と
お
り
で
す
。

対
象
者

●
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障
害

が
あ
る
人

●
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を
実

施
し
て
い
る
人

手
続
き

申
請
書
、
診
断
書
、
写
真
（
縦

4
㎝
×
横
3
㎝
）
2
枚
を
、
役
場
福
祉

保
健
課
、
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ
ー
ビ

ス
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
診

断
書
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
指
定
医
が

作
成
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。
用
紙
は

福
祉
保
健
課
お
よ
び
支
所
町
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

「
マ
マ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」
は
、
妊

娠
中
の
人
や
子
ど
も
連
れ
の
家
族
を
優
先

し
た
り
、
手
助
け
す
る
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
を
目
指
す

運
動
で
す
。

妊
娠
中
の
人
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た

人
を
見
か
け
た
ら
…
…

●
電
車
や
バ
ス
な
ど
で
は
、
席
を
譲
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
や
駐
車
場
で
は
、
子

ど
も
連
れ
の
人
の
優
先
に
協
力
し
ま
し

ょ
う
。

●
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
率
が
改
定

さ
れ
、
3
月
分
（
4
月
納
付
分
）
か
ら

9
・
3
4
％
（
現
行
8
・
2
0
％
）
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
介
護
保
険
料
率
に
は
、
全
国

一
律
の
1
・
5
0
％（
現
行
１
・
1
9
％
）

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
、
昨
今
の
不
況

の
影
響
に
よ
り
保
険
料
収
入
が
落
ち
込
む

一
方
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
よ

る
医
療
費
の
支
出
が
増
え
、
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
庫
補
助
率
を
引
き

上
が
る
な
ど
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
保
険

料
率
の
上
昇
を
圧
縮
で
き
た
も
の
の
、
平

成
22
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
、
大
幅
な

引
き
上
げ
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。

厳
し
い
経
済
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

加
入
者
の
皆
さ
ま
の
医
療
と
健
康
と
生
活

を
支
え
る
た
め
、
事
業
主
・
加
入
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
こ
の
よ
う
な
負
担
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。



消防 消防 

3月20日（土）～26日（金） 3月20日（土）～26日（金） 
平成21年度全国統一防火標語 

－3つの習慣・4つの対策－ 

住宅防火 いのちを守る 
つのポイント 7

『消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子』 

防火・防災および自主防災組織訓練の相談は、 
最寄りの消防署へ 
永平寺町消防署　　61‐0179　561‐0168 
永平寺分署　　　　63‐2345 
上志比分署　　　　64‐2180 
ホームページ http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp

春の火災予防運動 春の火災予防運動 

　今年に入って全国各地で住宅火災が多発してお
り、逃げ遅れによる死者も多く発生しています。
これから空気が乾燥し火災が発生しやすい時季に
なります。住宅火災を防ぐため、また、尊い命を
守るため、ガスこんろ・電気製品などの火気設備
などの取り扱いに十分注意し、永平寺町から火災
をなくしましょう。 

„
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“『
町
長
の
 

炉
ば
た
ト
ー
ク
』行
っ
て
い
ま
す
！
 

福
井
地
方
法
務
局
大
野
支
局
 
廃
止
 

業
務
は
福
井
本
局
に
て
 

国
家
公
務
員
募
集
 

問
合
せ 

総
務
課
　
　
　
61
‐
3
9
4
1

問
合
せ 

人
事
院
中
部
事
務
局 

　
0
5
2
‐
9
6
1
‐
6
8
3
8
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

問
合
せ 

福
井
地
方
法
務
局
総
務
課
（
福
井
市
春 

山
１
‐
１
‐
54
）　
　
　
22
‐
5
0
9
0

【3つの習慣】 
●寝たばこは、絶対やめる。 
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。 
●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す。 
【4つの対策】 
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
を設置する。 
●寝具や衣類およびカーテンからの火災を防
ぐために、防炎製品を使用する。 

●火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器などを設置する。 
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。 

町の花「梅」 

今
回
も
3
地
区
に
分
け
て
実
施
 

粗
大
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
 

不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
 

メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
再
利
用
し
ま
す
 

問
合
せ 

環
境
課
　
　
　
61
‐
3
9
4
6

問
合
せ 

一
般
社
団
法
人
 
パ
ソ
コ
ン
3
Ｒ
推
進
協
会
 

　
　 

0
3
‐
5
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8
2
‐
7
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3
‐
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2
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3
‐
6
0
9
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.pc3r.jp/

PCリサイクルマーク 

回
収
す
る
メ
ー
カ
ー
が
な
い
パ
ソ
コ
ン

（
自
作
パ
ソ
コ
ン
、
倒
産
や
事
業
撤
退

し
た
メ
ー
カ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
3
Ｒ
推
進
協
会
」
が
、
有

償
で
回
収
・
再
資
源
化
し
ま
す
。 

町をきれいに… 
町民清掃の日 
町をきれいに… 
町民清掃の日 
町では、 
住みよい環境づくりを目指して、 
毎年4月第3日曜日を 
「町民清掃の日」と定めています。 
主要道路や公園などの清掃活動に、 
毎年多くの町民の皆さまのご協力をいただいています。 
今年も上記の日時に実施を予定していますので、 
皆さまのご協力をお願いします。 

町では、 
住みよい環境づくりを目指して、 
毎年4月第3日曜日を 
「町民清掃の日」と定めています。 
主要道路や公園などの清掃活動に、 
毎年多くの町民の皆さまのご協力をいただいています。 
今年も上記の日時に実施を予定していますので、 
皆さまのご協力をお願いします。 

4月1818日（日）午前6時～ 
（1時間程度） 

雨天決行 

4月18日（日）午前6時～ 
（1時間程度） 

雨天決行 

問合せ 環境課　　61‐3946環境課　　61‐3946

町有地を売却します 町有地を売却します 
　次の町有地を、先着申込者を契約相手として売却
します。（詳細は町ホームページをご覧ください） 

　平成22年4月1日（木） 
 

　監理課または町ホ
ームページより町有
地買受申込書を入手
し、監理課へ提出 

●売却地の概要 

●申し込み受付開始日 

●申し込み手続き 

所 在 地 
 

地　　目 
面　　積 
用途地域 
売却価格 

松岡松ケ原4－813－3 
（松岡ふるさと学習館近く） 
宅地 
269.26㎡ 
第1種住居地域 
13,166,000円 

申込・問合せ 

監理課　　61‐3943 
ホームページ http://www.town.eiheiji.lg.jp

福井石材株式会社 

墓石・灯篭・石材工事一式 
日本石材産業協会正会員 

永平寺町松岡観音3丁目210　Tel（0776）61-4269 
フリーダイヤル 0120-21-8485

資源を大切に　街を美しく!!資源を大切に　街を美しく!!

㈲大橋商店 お問合せ 10776-63-3438
永平寺町東古市5-15

買
取
り 

鉄屑・銅・アルミ・各種金属 

取
扱
品 

＊リサイクル家電品 
＊古紙全般 

＊産業、一般廃棄物（引越しゴミ等） 
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町
で
は
、
次
の
と
お
り
春
季
の
粗
大
ご

み
の
収
集
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
後
日
配
布
し
ま
す
申
し
込
み
用
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
岡
地
区

と
　
き

4
月
4
日
（
日
）

7
時
〜
11
時
　
（
雨
天
決
行
）

収
集
場
所

松
岡
総
合
運
動
公
園

《you
m
e

パ
ー
ク
》
北
側
駐
車
場

永
平
寺
地
区

と
　
き

4
月
11
日
（
日
）

8
時
〜
11
時
　
（
雨
天
決
行
）

収
集
場
所

永
平
寺
支
所
裏
側
駐
車
場

上
志
比
地
区

と
　
き
　
4
月
25
日
（
日
）

8
時
〜
11
時
　
（
雨
天
決
行
）

収
集
場
所

上
志
比
小
学
校
体
育
館
横
駐

車
場

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン

は
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
が
回
収
し
、
再

資
源
化
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付
い
た
パ

ソ
コ
ン
は
、
新
た
な
料
金
負
担
な
し
で
メ

ー
カ
ー
が
回
収
・
再
資
源
化
し
ま
す
。
マ

ー
ク
が
付
い
て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
は
、
回

収
再
資
源
化
料
金
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

対
象
機
器

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
本

体
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
、
Ｃ
Ｒ

Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
一
体
型
パ
ソ
コ
ン
、
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
一
体
型
パ
ソ
コ
ン

こ
と
に
な
り
ま
す
。

回
収
の
お
申
し
込
み
は
、
廃
棄
す
る
パ

ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー
受
付
窓
口
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
自
治

体
や
販
売
店
な
ど
で
の
回
収
や
申
込
受
付

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
が
実
施
す
る
粗

大
ご
み
回
収
に
お
い
て
も
、
回
収
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

昨年の粗大ごみ回収の様子

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

人
事
院
は
平
成
22
年
度
中
に
次
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験
案
内
・
受
験
申

込
書
は
郵
便
で
も
請
求
で
き
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
人
事
院
中
部
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
名

国
家
公
務
員
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
種
、

国
税
専
門
官
、
労
働
基
準
監
督
官
、
法

務
教
官
、
航
空
管
制
官
、
刑
務
官
、
入

国
警
備
官
、
皇
宮
護
衛
官
、
航
空
保
安

大
学
校
学
生
、
海
上
保
安
学
校
学
生

(

特
別)

、
海
上
保
安
学
校
学
生
、
海
上

保
安
大
学
校
学
生
、
気
象
大
学
校
学
生

福
井
地
方
法
務
局
大
野
支
局
は
、
3
月

23
日
を
も
っ
て
福
井
地
方
法
務
局（
本
局
）

に
統
合
し
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
に
伴
い
、
大
野
支
局
が
管
轄
し
て

い
た
、
大
野
市
、
勝
山
市
の
す
べ
て
の
不

動
産
お
よ
び
商
業
・
法
人
な
ど
に
関
す
る

登
記
事
務
、
戸
籍
・
国
籍
事
務
、
供
託
事

務
な
ら
び
に
人
権
擁
護
事
務
は
、
3
月
23

日
か
ら
福
井
地
方
法
務
局
（
本
局
）
で
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。



町の木「油桐」 

古
墳
・
史
跡
・
言
い
伝
え
な
ど
な
ど
 

町
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
 

便
利
な
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
 

今
な
ら
「
無
料
」
で
取
得
で
き
ま
す
！
 

        

　「
永
平
寺
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会
」
で
は
、
永
平
寺
町
の
歴
史
に
つ

い
て
学
ぶ
歴
史
研
究
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
や
史
跡
、
言
い
伝
え
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
勉
強
し
て

い
ま
す
。 

　
参
加
料
は
不
要
で
す
。
町
内
外
を
問
わ

ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
が

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。 

と
　
き
　
毎
月
第
3
火
曜
日 

　
　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時 

と
こ
ろ
　
松
岡
公
民
館 

      

　
永
平
寺
町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
た
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
平

成
23
年
3
月
ま
で
住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数

料
を
無
料
に
し
ま
し
た
。 

　
住
基
カ
ー
ド
で
は
、
自
動
交
付
機
に
よ

り
各
種
証
明
書
【
住
民
票
（
世
帯
全
員
お

よ
び
個
人
）、
印
鑑
証
明
書
（
個
人
）、
所

得
課
税
証
明
書
（
個
人
）】
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な

特
典
も
あ
り
ま
す
。 

特
典
１
　
自
動
交
付
機
に
よ
る
各
種
証
明

書
の
交
付
手
数
料
は
2
0
0
円
で
す
。

（
窓
口
発
行
の
場
合
3
0
0
円
） 

特
典
2
　
自
動
交
付
機
は
平
日
時
間
外
や

休
日
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
永

平
寺
町
役
場
本
庁
は
７
時
30
分
〜
20
時
） 

特
典
3
　
永
平
寺
町
役
場
本
庁
以
外
の
自

動
交
付
機
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
設
置
場
所
　
永
平
寺
町
役
場
本
庁
、
あ

わ
ら
市
役
所
、
セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
、

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
（
ア
オ
ッ
サ
）、
大
野
市

役
所
、
そ
の
他
嶺
南
地
方
に
4
箇
所 

特
典
4
　
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
の
場
合
、

免
許
証
代
わ
り
に
本
人
確
認
書
類
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。（
住
基
カ
ー
ド
用

写
真
は
、
窓
口
で
も
撮
影
で
き
ま
す
） 

※
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
も
の 

①
公
的
な
身
分
証
明
書
（
写
真
付
き
） 

　（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
） 

②
印
鑑
登
録
カ
ー
ド 

③
印
鑑
（
認
印
） 
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平
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観
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ボ
ラ
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テ
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ガ
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の
会
（
事
務
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商
工
観
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　国民年金の保険料は、平成16年の法律改正により平成29年度
まで毎年段階的に引き上げられることが決まっています。 
　平成22年度の国民年金保険料の月額は、平成21年度に比べ
440円引き上げられ、月額15,100円になります。 
　平成22年度に口座振替で当月末に納付する場合や、前納する場
合、また現金で前納する場合には割引きがあります。 
　便利でお得な口座振替制度や前納制度をご利用ください。 

ご確認ください。 
平成22年度の 
国民年金保険料です。 

年金 年金 

問
合
せ 

住
民
生
活
課
　
　
61
‐
3
9
4
5

1か月分 
保険料額 

毎月納付（納付書による現金納 
付および翌月末振替の口座振替） 

毎月振替・【早割】 
（当月末振替の口座振替） 
6か月前納（現金納付） 
6か月前納（口座振替） 
1年前納（現金納付） 
1年前納（口座振替） 

平成22年度 
割引額 

6か月分 
保険料額 割引額 

1年度分 
保険料額 割引額 

15,100円 
 

15,050円
 
 

──　 
──　 
──　 
──　 

──　 
 

50円
 
 

──　 
──　 
──　 
──　 

90,600円 
 

90,300円 
 

89,860円 
89,570円 
──　 
──　 

──　 
 

300円
 
 

740円 
1,030円 
──　 
──　 

181,200円 
 

180,600円 
 

179,720円 
179,140円 
177,980円 
177,400円 

──　 
 

600円 
 

1,480円 
2,060円 
3,220円 
3,800円 

※一部納付（一部免除）されている人は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用になります。 
問合せ 住民生活課　　61‐3945　　福井年金事務所　　23‐4516

自衛官募集 消防団員募集 
あなたの力を　　 
永平寺町消防団で 
試してみませんか 

問合せ 役場総務課　61‐3941 
自衛隊大野地域事務所　0779‐65‐6325 問合せ 消防本部総務課　　61‐0179

　防衛省では、平成23年春採
用の“自衛官”を募集していま

す。なお、応募は日本国籍を有することが必要です。 
■一般曹候補生（男・女） 
　応募期間　第1回　4月1日(木)～5月10日(月) 
　　　　　　第2回　8月1日(日)～9月10日(金) 
　対　　象　満18歳以上27歳未満の人 

（ただし、平成23年3月高等学校卒業予定者または
中等教育学校卒業予定者の受け付けは文部科学・厚
生労働両省から示された期日以降実施します） 

■ほかに、幹部候補生（一般、技術、医科薬剤科、医
師、歯科医師）、防衛大学校学生、航空学生、防衛
医科大学校学生、看護学生、2等陸･海･空士（任
期制自衛官）なども募集しています。 

応募資格　永平寺町内に居住、または勤務している
18歳以上の健康な人なら、男性でも女性
でも消防団に入団できます。 

待　　遇　町消防団各条例および同規則に基づく 
　　　　　①報酬、出動旅費などの支給 
　　　　　②制服、制帽、活動服などの貸与 
　　　　　③公務災害補償、退職報償金（勤続5年以上） 
　　　　　④各種表彰制度 
団員身分　非常勤特別職の地方公務員 

 
 
 
 
 
 
 
松岡地区の公民館で活動している皆
さんの活動発表会です。歌あり、踊
りあり、楽器演奏ありのにぎやかな
舞台発表が繰り広げられます。春か
ら何か始めようとしている人は、今
回の発表を見て、自分に合った講座
を探してみるのもいいかも？ 
期日　3月14日h 開会式典13:00～ 
　　　舞台発表 13:30～ 
会場　松岡公民館 
主催　松岡公民館・公民館講座連絡

協議会 
後援　永平寺町教育委員会 
問合　生涯学習課　　61‐2009

イベント情報 

3/14h 松岡公民館 
きらめきステージ 
松岡公民館 
きらめきステージ 

皆様の夢をお手伝いします！ 

福邦銀行　松岡支店 

吉田郡永平寺町松岡春日１丁目31番地の2 
電話（0776）61－ 0063

永平寺町松岡葵2丁目103（ラッキー前） 
TEL（0776）61－1930

【営業時間】9:30～19:30　〔水曜定休〕 

時計の電池交換も承ります。 

http://www.rakuten.co.jp/auc-eiheiji-mega/ 
http://www.a-megane.com/

中村歯科クリニック 
院　長　  中　村　克　宏 

診療時間　午前9:00～午後6:30　休診日　水曜午後 

永平寺町松岡芝原1丁目71　1（0776）61-7300

電気のことなら　地元で安心 
　　　　アフターサービスも安心 

福井県電器商業組合 
永平寺支部 

電気の見守り隊 

広報永平寺3月号19 広報永平寺3月号 18


